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　基本方針３　文化芸術の力を地域や社会の中で活かす・つなげる　基本方針３　文化芸術の力を地域や社会の中で活かす・つなげる

子どもが文化芸術に出会うきっかけづくり

　子どもが文化芸術の楽しさを知り、次

世代の文化芸術の担い手としてつながる

きっかけとなるよう、多様な文化芸術の

鑑賞・体験等の取組を充実

施策１ 施策２

施策３ 施策４

さまざまな参加機会を促す事業の充実

文化施設での機会の充実に加え、公共施

設等の活用やアウトリーチ等、文化芸術

に触れる場を増やすとともに、公募参加

型の公演やワークショップ等、多様な参

加手法を実施

市民に届く効果的な文化芸術情報の提供

紙媒体とデジタル媒体の特性を踏まえた

効果的な発信方法を活用しするとともに、

発信力のある媒体や人材との連携により、

市の内外に向けて文化芸術情報を発信

施策１ 施策２

施策３ 施策４

文化資源の継承・活用・発掘による

まちづくりの推進

市内のさまざまな文化資源について、市

民に親しみやすい情報発信や体験型イベ

ント等を実施し、認知度や好奇心を高め

るとともに、地域への愛着、誇りを醸成し、

コミュニティの形成や地域の活性化を促

進します。

文化芸術を通じた多様性の理解と交流の促進

文化芸術を通じて、自分とは異なるもの

の見方や考え方に出会い、多様性を認め

合う意識の醸成を促進します。また、誰

もが文化芸術に親しみ、交流することで、

共生社会の実現につながるよう、多様な

情報発信や関係機関との連携に取り組み

ます。

関係機関・他分野と結び付けた文化芸術

活動の促進

文化芸術に関係する専門的な知識やノウ

ハウ、人材を有する関係機関との連携の

促進や、観光、産業、まちづくり、国際交流、

福祉、スポーツ、教育等、他分野との連

携による事業の実施により、新たな価値

を生み出すとともに、多様な人々の参加

を通じて文化芸術に関わる人の裾野を広

げていきます。
予算額に達した場合 受付終了

　障害者週間は、皆さんに障害や障害者理解について知ってもらい、考えてい
くための期間です。
　障害は、生まれながらのもの、事故や病気などによって、誰にも生じうるも
のです。また、その種類も多種多様で、外見からは分からないものや理解しづ
らいものもあります。
　障害による不自由さはあっても、周囲の理解や配慮があればできることも広
がっていきます。平成28年４月から障害者差別解消法、平成30年10月からは
東京都の差別解消条例が施行されました。
　障害のある人もない人も、ともに日常生活や事業生活の中でできる配慮や工
夫を一緒に考えてみましょう。誰もが暮らしやすい共生社会の実現はそうした
一歩から始まります。▲

障害福祉課n p042－420－2804

12月３日～９日は障害者週間です

　障害者週間に伴い、市内障害者団体の活動内容や作品を展示します。
また、障害者福祉施設に通う方々の、心のこもった手作り品を販売しま
す。今年度は１日当たりの団体数を減らし、２
日に分けての開催となります。
※詳細はチラシ・市kをご覧ください。
a12月８日㈭・９日㈮午前11時～午後４時　
bアスタセンターコート
❖主な出品
お菓子（クッキー・サブレ・パン）・アクセサ
リー・陶器・小物雑貨など

障害者週間・障害者団体の手作り品販売・展示

　市では、共生社会の実現に向けた取組を進めています。
　取組の一つとして、障害者週間に合わせ、パラアート展覧会・表彰式とパ
ラスポーツ交流事業をコラボしたイベントを開催します。

□共通 bコール田無
※詳細は市kをご覧ください。
※会場へは公共交通機関でお越しください。

　障害の有無にかかわらず、誰も
が文化芸術に親しめるようパラ
アート制作ワークショップを開催
しました。そのワークショップで
受講生が制作した作品および一般
公募した絵画作品の展覧会の開催
と、公募作品の中から選出された
優秀作品の表彰式を行います。
　会場ではワークショップの模様
が分かる映像も上映します。
　また、ワークショップで講師を
務めたデザインユニット「GOO 

CHOKI PAR」の皆さんと参加者が
共同制作した「巨大福笑いモビー
ル」も展示します。
□展覧会
a11月29日㈫～12月４日㈰午前
10時～午後５時（初日は午後３時
から、最終日は正午～午後３時まで）
□表彰式
a12月４日㈰午前11時～正午　
※一部の作品を展示します。▲

文化振興課n
p042－420－2817

　特別支援学校に通い、ボッチャプレー
ヤーとして活躍されているパラアスリー
ト（第６回全国ボッチャ選抜甲子園の優
勝チームのメンバー）を招き、ボッチャ
体験教室などを行います。
a12月４日㈰午後１時30分～３時15分
d在住・在勤・在学の方（障害の有無に
関係なく申込可）
e20人
i11月15日㈫～30日㈬に市kの申込
フォームから▲

障害福祉課n p042－420－2804

多摩六都フェア　パラアート展覧会・表彰式 パラスポーツ交流事業～パラアスリートとボッチャ体験～

申込フォーム

パ ラ ア ー ト パ ラ ス ポ ー ツ×

近隣市や姉妹都市・友好都市との交流

多摩北部都市広域行政圏協議会をはじめ

とする広域的な交流、連携の充実や、姉

妹都市・友好都市との交流により、地域

資源を活用した市民の交流を促進し、地

域の活性化を図ります。

西東京市 生活文化スポーツ部 文化振興課

〒188-8666　西東京市南町五丁目 6番 13 号　電話　042（420）2817
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西東京市では平成 21（2009）年に制定された「西東京市文化芸術振興条例」を基に、文化

芸術施策を総合的に計画的に推進するため、平成 24（2012）年より「西東京市文化芸術振

興計画」を策定し、地域の文化芸術活動や資源を活かした様々な施策を実施してきました。

令和２（2020）年以降は新型コロナウイルス感染症の影響で外出や交流が制限され、文化

芸術活動も制約を受けた一方で、国の文化芸術推進基本計画（第２期）では、文化芸術が人々

に安らぎや勇気、希望を与える重要な役割を果たしていることが示されています。また、

オンラインの利用が進む中で鑑賞・表現方法が多様化し、新たな楽しみ方も生まれています。

このような背景から、文化芸術施策をさらに推進するため、「西東京市第３期文化芸術振興

計画」を策定しました。

令和４（2022）年度に実施したアンケート調査等や文化芸術振興推進委員会等での議論を

踏まえ、第２期計画の取組から見えてきた課題を次のように整理しています。

１ ２

▪ 新型コロナウイルス感染症の影響により、鑑賞や活動等文化

芸術に親しむ機会が減少しています。

▪ 活動の継続により人材やノウハウを維持していくことが必要

です。

①
新型コロナウイルス
感染症の影響による
文化芸術に親しむ
機会の減少

▪ 子どもの４人に３人が文化芸術を好きだと回答しており、半

数以上が大人になっても楽しみたいと考えています。

▪ 文化芸術による子どもの心の豊かさや創造性の伸長が期待さ

れています。

▪ 子どもが文化芸術の楽しさに触れる機会を継続的に提供する

ことが求められています。

②
より多くの子どもが
参加できる
体験・鑑賞機会の充実

▪ より多くの市民に地域の文化芸術の取組を周知するため、情

報の集約と効果的な発信が必要です。

▪ 紙媒体とともに、デジタル媒体の効果的活用が求められてい

ます。

③
より多くの市民に
届く効果的な
情報発信

▪ 文化芸術を支える市民が育ち、地域で活躍するとともに、参

加する人を増やす取組が必要です。

▪ 文化芸術活動を支える環境の整備と次世代育成が求められて

います。

⑤
文化芸術を支える
人材の確保と育成

▪ 活動している人同士の連携や、観光、産業、まちづくり、国

際交流、福祉、スポーツ、教育等、他分野との連携により、

交流拡大や新しい取組を推進していくことが必要です。

▪ 文化芸術を通じて、多様性への理解や社会的包摂を促進する

機会の創出が期待されています。

④
他分野との連携の
更なる推進

▪ 約８割の人が文化芸術に親しむことが地域の愛着を高めると

考えています。

▪ まちのなかで文化芸術によるにぎわいや交流を生み出す取組

が期待されています。

⑥
文化芸術による
まちの活性化や
交流の拡大

国、東京都の文化芸術に関連する計画や方針等を踏まえ、本市の上位計画である西東京市

第３次基本構想・基本計画及び他の分野別計画との整合・連携を図りながら、本市におけ

る文化芸術振興施策を総合的に推進します。

計画期間は、令和６（2024）年度から令和 10（2028）年度までの５年間です。

対象とする文化芸術の範囲

本計画では、文化芸術基本法との整合を踏まえた以下のような範囲を基本とし、市民や地域の特徴的な活動も

幅広く捉えます。

①芸術

②メディア芸術

③伝統芸能

④芸能

⑥文化財等

⑤生活文化、国民娯楽
　出版物及びレコード等

⑦地域における文化芸術

雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊

その他の我が国古来の伝統的な芸能

文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他

（メディア芸術を除く）

映画、漫画、アニメーション及びコンピュータ

その他の電子機器等を利用した芸術

有形及び無形の文化財並びにその保存技術

文化芸術の公演、展示、芸術祭等、地域固有の伝統芸能

及び民俗芸能

講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱

その他の芸能（伝統芸能を除く）　　　　

茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化、

囲碁、将棋その他の国民的娯楽



文化芸術以外に
興味のある市民
文化芸術以外に
興味のある市民
文化芸術以外に
興味のある市民

活動者（個人・団体）活動者（個人・団体）活動者（個人・団体）

鑑賞者鑑賞者鑑賞者

応援者応援者応援者

鑑賞者鑑賞者鑑賞者

文化芸術は、人々の創造性を育み、豊かな人間性を涵養するとともに、人と人との心のつながりを強め、心豊かで多様性と活力のある社会を形成する源泉となるものです。また、地域社会の基盤を形

成を形成し、人々の生活の礎となり、彩りと潤いを与え、人類にとって必要不可欠なものであるとされています。本計画は、そのような文化芸術が持つ価値を踏まえ、市民一人ひとりがそれらを享受、

創造し、発信できる活力と魅力のあるまちの実現を目指します。

３ ４

市民一人ひとりが文化芸術を享受・創造・発信できる 文化の香りあふれるまち市市市市市市市市市民民民民民民民民民一一一一一一一一人人人人人人人人ひひひひひひひひととととととととりりりりりりりりがががががががが文文文文文文文文化化化化化化化化化芸芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術術ををををををををを享享享享享享享享享受受受受受受受受受・・創創創創創創創創創造造造造造造造造造・・発発発発発発発発発信信信信信信信信信でででででででできききききききききるるるるるるるるる 文文文文文文文文化化化化化化化化化のののののののの香香香香香香香香香りりりりりりりりあああああああああふふふふふふふふふれれれれれれれれるるるるるるるるるまままままままままちちちちちちちちち市民一人ひとりが文化芸術を享受・創造・発信できる 文化の香りあふれるまち市民一人ひとりが文化芸術を享受・創造・発信できる 文化の香りあふれるまち

　（１）目指すべき姿　（１）目指すべき姿

本計画では、すべての市民が文化芸術の担い手であると捉えます。

　（３）文化芸術の担い手　（３）文化芸術の担い手　（２）目指すべき姿に併せて複合的に生み出される効果　（２）目指すべき姿に併せて複合的に生み出される効果

① 子どもから高齢者まで生涯を通じた『心身の健康』の実現に貢献する

文化芸術は、人々に楽しさや感動、精神的な安らぎや生きる喜びをもたらし、人生に

おける課題を解決する活力となるとともに、人々の交流が生まれるいこいの場づくりに

もつながります。また、子どもの豊かな人間性を育み、達成感を得た経験、チャレンジ志向、

自己肯定感等、子どもの成長力を高めることにもつながります。

② 地域で文化芸術に関わる体験や地域資源に親しむことを通じて『地域への愛着』を育む

文化芸術を通じて地域の歴史や特性等を知ることで、本市の良さを次世代に残し、引

き継いでいくことができ、新しい出会いも生まれます。人とのつながりができることで、

住み、暮らす環境が豊かになります。地域への愛着は、個人のアイデンティティの形成や、

住み続けたいという気持ち、地域活動に参加する意識にもつながります。

③ 柔軟な価値観や生き方等の意識の醸成により『共生社会の実現』に寄与する

文化芸術は、立場や人種、国籍、性別、障害の有無等を超えて、一人ひとりが認められ、

対等に集まり、コミュニケーションができる可能性を持つものです。日常での関わりよ

りも親密な関係性が生まれることから、さまざまな分野における交流の中に文化芸術を

取り入れることで相互理解を深める効果が期待されます。

④ 文化芸術による多様な連携やつながりが『地域の活性化』 の原動力となる

　文化芸術に関わる活動者等の各主体が、さまざまな分野との連携やつながりを持つこ

とで、地域の活性化につながります。こうした連携や各主体の協働は、地域の文化芸術

の価値を高め、地域に根差したコミュニティの形成や、より多様化・複雑化する地域の

課題解決への寄与により、持続可能なまちづくりにもつながります。

２

３

４

１



５ ６

　基本方針１　市民一人ひとりが身近に文化芸術に触れる・楽しむ　基本方針１　市民一人ひとりが身近に文化芸術に触れる・楽しむ

各施策を行う際に　心身の健康　地域への愛着　共生社会の実現　地域の活性化　

の効果をより生み出すことができるよう意識して取り組みます。

誰もが親しめる文化芸術の鑑賞機会の提供

年齢や障害の有無、国籍等に関わらず、

誰もが多彩な文化芸術に触れる機会をさ

まざまな場で提供し、市民が気軽に文化

芸術を鑑賞できるよう推進

子どもが文化芸術に出会うきっかけづくり

　子どもが文化芸術の楽しさを知り、次

世代の文化芸術の担い手としてつながる

きっかけとなるよう、多様な文化芸術の

鑑賞・体験等の取組を充実

施策１ 施策２

施策３ 施策４

◀▲　宮田和弥さんと小林雅之さんが、市民まつ
りでストリートライブを行った際の様子（令和
元年11月）

しました。

　ひばりヶ丘駅周辺はバンド結成や活動
をしていた場所であり、「Let's Go ヒバリ
ヒルズ」というひばりヶ丘駅周辺を舞台と
した歌を歌うほど縁の深いロックバンド
です。
　そのようなご縁から、西東京市PR親善大
使としてご協力いただいています。

なぜPR親善大使になったの？なぜPR親善大使になったの？

▶　小林雅之さんが保谷こもれびホール（現：
タクトホームこもれびGRAFAREホール）でレ
コーディングした際の様子（令和２年２月）
　市への熱い思いをドラムの音色に乗せて、演
奏していました。

◀　「音楽のプロから学ぼう！」での森純太さんの
演奏指導の様子（令和２年１月）
　中高生年代のバンドに向け、熱心に指導して
いました。

小林雅之さ
ん

森純太さ
んJUN SKY WALKER（S）メンバー

ギター担当

市長

詳細はホームページで

発行／西東京市　編集／秘書広報課
配布／シルバー人材センター
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公式
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いこいーな

ひばりが丘で結成したロックバンド

がゆかりの地を巡る

ジ ュ ン  ス カ イ  ウ ォ ー カ ー ズ

２・３面へ
GO！

ひばりヶ丘駅南口にて

P R 親 善 大 使 が 届 けるまちの 魅 力

「PR親善大使」とは …市の魅力を幅広く情報発信し、活力や魅力ある“まち”にしていくため、市に関心と愛着があり、ゆかりのある方々を任命しています。

さまざまな参加機会を促す事業の充実

文化施設での機会の充実に加え、公共施

設等の活用やアウトリーチ等、文化芸術

に触れる場を増やすとともに、公募参加

型の公演やワークショップ等、多様な参

加手法を実施

市民に届く効果的な文化芸術情報の提供

紙媒体とデジタル媒体の特性を踏まえた

効果的な発信方法を活用しするとともに、

発信力のある媒体や人材との連携により、

市の内外に向けて文化芸術情報を発信

　基本方針１　市民一人ひとりが身近に文化芸術に触れる・楽しむ　基本方針１　市民一人ひとりが身近に文化芸術に触れる・楽しむ

誰もが親しめる文化芸術の鑑賞機会の提供

文化施設をはじめ、市内のさまざまな場

所で多彩な公演や展覧会等を実施するこ

とで、年齢や障害の有無、国籍等に関わ

らず、市民の誰もが身近に文化芸術に親

しめるよう、オンライン配信の併用も含

め、鑑賞機会の充実を図ります。

子どもが文化芸術に出会うきっかけづくり

子どもが音楽や演劇、絵画、伝統文化等、

多彩な文化芸術に触れる機会を提供しま

す。また、そうした機会を通じて、自ら

考え、創造し、表現することの楽しさを

体験できる取組を推進します。

施策１ 施策２

施策３ 施策４

◀▲　宮田和弥さんと小林雅之さんが、市民まつ

元年11月）

しました。

　ひばりヶ丘駅周辺はバンド結成や活動
をしていた場所であり、「Let's Go ヒバリ
ヒルズ」というひばりヶ丘駅周辺を舞台と
した歌を歌うほど縁の深いロックバンド
です。
　そのようなご縁から、西東京市PR親善大
使としてご協力いただいています。

なぜPR親善大使になったの？なぜPR親善大使になったの？

▶　小林雅之さんが保谷こもれびホール（現：
タクトホームこもれびGRAFAREホール）でレ
コーディングした際の様子（令和２年２月）
　市への熱い思いをドラムの音色に乗せて、演
奏していました。

◀　「音楽のプロから学ぼう！」での森純太さんの
演奏指導の様子（令和２年１月）
　中高生年代のバンドに向け、熱心に指導して
いました。

小林雅之さ
んJUN SKY WALKER（S）メンバードラムス担当

森純太さ
んJUN SKY WALKER（S）メンバー

ギター担当

池澤隆史市長

詳細はホームページで
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配布／シルバー人材センター
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p 042－464－1311（代表）
公式
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いこいーな

ひばりが丘で結成したロックバンド

がゆかりの地を巡る

JUN SKY WALKER（Ｓ）
JUN SKY WALKER（Ｓ）市長市長

ジ ュ ン  ス カ イ  ウ ォ ー カ ー ズ

２・３面へ
GO！

ひばりヶ丘駅南口にて

P R 親 善 大 使 が 届 けるまちの 魅 力

「PR親善大使」とは …市の魅力を幅広く情報発信し、活力や魅力ある“まち”にしていくため、市に関心と愛着があり、ゆかりのある方々を任命しています。

さまざまな参加機会を促す事業の充実

まちなか等のオープンスペースの活用や、

他の分野の取組に文化芸術の要素を加え

る等、多くの市民が文化芸術を身近に楽

しむことができる機会を提供します。ま

た、ワークショップや講座等を通じて、

市民が活動者と関わる機会を提供します。

市民に届く効果的な文化芸術情報の提供

より多くの市民が文化芸術に関する情報

に触れることができるよう、対象者の属

性等を考慮した効果的な媒体や発信機会

を活用するとともに、ＰＲ親善大使等、発

信力のある市民等と連携し、市の内外に

向けて効果的に発信します。

施策１ 施策２

施策３ 施策４

　基本方針２　地域の文化芸術活動に関わる人と場を結ぶ・支える　基本方針２　地域の文化芸術活動に関わる人と場を結ぶ・支える

自立的・継続的な文化芸術活動の推進

文化芸術の活動者が、継続して活動でき

るよう日常的な活動の場、発表の場、ＰＲ

の支援等を行います。また、文化芸術を

活かした地域のにぎわいの創出や、文化

芸術に親しむ市民の裾野を広げること等

につながるよう、活動者との連携や協働

に取り組みます。

文化芸術を支える人材の育成と活用

子どもや若手の活動者に対し、日頃の活

動や成果を発表する場の提供を支援する

ことで、地域の文化芸術を支える担い手

を育成します。また、市民ボランティア

を育成し、文化芸術に関わる多様な参加

の機会の充実と活動の活性化を図ります。

活動者の情報共有・連携による取組の充実

文化芸術に関わる活動者が、情報共有で

きる場や機会を設けることで、活動の連

携や活発性を促します。こうした連携に

より、新しい工夫や展開が生まれるよう

な取組を行います。

文化芸術に親しむ場の確保と充実

文化施設については、バリアフリーを含

め、中長期的な視点を含めた機能強化や

修繕、改修、施設整備を行います。また、

文化施設以外の公共施設や駅前スペース

等の活用により、市民がより身近に文化

芸術を楽しむことができる環境の充実を

図ります。


